
令和8年度

契　約　番　号 　第24-21-00088号

件　　　  　　名 　水道局豊平庁舎除雪及び排雪業務

入札(見積)年月日 　令和8年11月4日       　9時　30分

入 札(見積)場 所 　水道局総務部総務課入札室

落札（決定）金額
　下記単価に当該単価の100分の10に相当する
額を加算した金額（代表単価を記載。その他単
価は係数処理）

主管課 24　南部料金課

　無

工 種（ 業  種 ） 252 排雪業務

落札（決定）業者 （株）和泉組

（単位：円）

指名（見積）業者名
入札（見積）金額

価格交渉
金額第1回 第2回 第3回

（株）和泉組
落札

41,500

（株）ガーデン鈴木
43,500

最　低 最　低 最　低
金　額 金　額 金　額

最低制限価格

( )

( )

　備　考
　【単価契約】各単価及び予定数量は別紙のとおり



別紙

区分 単価（税抜）：円 予定数量

豊平庁舎構内除雪（１回あたり） 41,500

人力除雪（車庫屋根部雪下ろし）（１回あたり） 195,362

豊平庁舎運搬排雪トラック（１台あたり） 26,333

20

1

100

( )              

( )               



ＴＣ２５１１

入札（見積）　　調書 頁

年度

契 約 番 号 第 － － 号

件 名

入札(見積)年月日 年 月 日 時 分

入札(見積)場所

円 主 管 課

落札(決定)金額 入札(見積)価格に　　％に相当する額を加算した金額が

最低制限価格法律上の落札(決定)金額である。

工 種 （ 業 種 ） 円

落札(決定)業者

入 札 ( 見 積 ) 経 過 （単位：円）

入 札 ( 見 積 ) 金 額

指 名 (見 積 )業 者 名 価格交渉金額最 低 最 低 最 低
第 １ 回 第 ２ 回 第 ３ 回

金 額 金 額 金 額

（ 備 考 ）

結果     1

令和  8

64 21 00164

豊平川水道水源水質保全バイパス事業動画作成業務

令和 8 11  4 午前10 30

水道局総務部総務課入札室

      1,650,000 64 施設管理課

10

290 その他

60000103270 （株）ネイビーズ・クリエイション

                            札幌市水道局

株）ＳＡＫＵＲＡ

      2,750,000                                              

（株）ネイビーズ・クリエイ 決定
ション       1,500,000                                              

（株）ピーアールセンター

      1,815,000                                              

ａ０８６４２１００１６４ａ



ＴＣ２５１１

入札（見積）　　調書 頁

年度

契 約 番 号 第 － － 号

件 名

入札(見積)年月日 年 月 日 時 分

入札(見積)場所

円 主 管 課

落札(決定)金額 入札(見積)価格に　　％に相当する額を加算した金額が

最低制限価格法律上の落札(決定)金額である。

工 種 （ 業 種 ） 円

落札(決定)業者

入 札 ( 見 積 ) 経 過 （単位：円）

入 札 ( 見 積 ) 金 額

指 名 (見 積 )業 者 名 価格交渉金額最 低 最 低 最 低
第 １ 回 第 ２ 回 第 ３ 回

金 額 金 額 金 額

（ 備 考 ）

結果     1

令和  8

15 21 00194

上下水道料金システム債権管理機能変更開発業務

令和 8 11  4 午前10 30

水道局総務部総務課入札室

     28,600,000 15 営業課

10

290 その他

60000015612 ＢＩＰＲＯＧＹ（株）北海道支店

                            札幌市水道局

ＢＩＰＲＯＧＹ（株）北海道 決定
支店      26,000,000                                              

ａ０８１５２１００１９４ａ



役務 第 号様式（業者特定理由書）
 
 

 

 

 

  

業 者 特 定 理 由 書 
 

 下記の理由により見積事業者を特定する。 

 

記 

 

１ 件  名 ： 上下水道料金システム債権管理機能変更開発業務 

 

２ 事業者名 ： BIPROGY 株式会社 北海道支店 

 

３ 特定理由 ： 本業務は、上下水道料金システム（以下「料金システム」とい 

う。）の改修を行う業務である。 

本業務遂行の条件として、①料金システムの機能・構造につい

て十分に理解・把握していること、②機能改修するプログラムを

稼動中のシステムに結合する際に既存プログラムとの整合を確実

に行えること、③障害発生時、業務に影響を与えず迅速・確実に

対応可能な体制が確立されていることが必須である。 

当該業者は、料金システムの製造者かつ運用保守業務の受託者

であり、上記条件の全てを満たす業者である。 

仮に上記業者以外が本業務を受託する場合、これまでの改修対

応との連続性が失われるうえ、当該システムの設計、構造等を漏

れなく理解した上で実施する必要があり、履行期間、理解度、技

術力の面で著しい支障が生ずる恐れがあるため、上記業者を特定

する。 

４ 根拠規定 ： 地方公営企業法施行令第 21 条の 13 第１項第６号に該当すると

判断されるため 

 

 


